
 

 

 

今回は、市民協働課の出前講座「男女共同参画について」等やお仕事のあれこれについて、日ご

ろ、疑問に思っていることを市民協働課の皆さんにお聞きしましたのでお知らせいたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★市民協働課さんの出前講座では、「消費生活」、「男女共同参画」、「なとりこどもファンド」、「協働提案事業」の
テーマで取り組んでいますが、現在、業務上で苦労されている点はどのようなことですか？ 

 市民協働課：現在は、講座やイベントの開催時、新型コロナウイルス感染症拡大に係る配慮や関係機関への調

整に気を遣っています。 

特に、関東圏から講師や委員を呼ぶ時など、全国の感染症の拡大傾向を見ながら開催時期の調整

をしたり、オンライン開催への変更に対応したり、「どんな形なら、より安全に多くの方に参加し

て、知ってもらえるか」を考えながら、企画や調整を進めています。 

★「男女共同参画」のテーマでは、多様性や性的マイノリティを尊重する社会となっていますが、行政（各課）

にお願いしたい点はどんなことでしょうか？ 

 市民協働課：来庁したお客様への丁寧な対応はもちろん、共に働く同僚に対しての配慮も大切にしていただけ
ればと思います。 
性的マイノリティに限らず、育児や介護、家族の看護、障がい、持病、個人の性格など、職場に
は様々な背景や視点を持った職員がいます。誰かが業務上の配慮を必要とする時、相談しやすい
雰囲気や、職場における困難を解決するための協力は、これからの組織や社会に欠かせないもの
だと思います。 

★「協働提案事業」を進められてきて、以前と比較して市民の意識や活動など、変化は感じられますか？ それは

どんな点でしょうか？ 

市民協働課：協働提案事業は平成１９年度から始まりました。東日本大震災があったため平成 23・24 年度は

中止となりました。平成 25～平成 27 年度は応募団体が 1～3 団体と減少しましたが、平成 28

年度から毎年増加し、市民活動に携わり関心を持つ市民の皆さまが増えてきていると感じていま

す。市としては、令和２年度から協働提案事業に「行政提案型」と「担い手育成型」を新設しま

した。職員の皆さまには、市民活動団体と共に協働する課として、更なる多様な主体と協働する

市民本位のまちづくりを推進するため、ご協力方よろしくお願いいたします。  

★「なとりこどもファンド」事業の内容と、参加する子供たちの様子など教えてください！ 

 市民協働課：なとりこどもファンド事業は「自分たちのまちは自分たちでつくる」を目的とし、将来を担う１
８才以下の子ども達が提案、審査、実施する自主的な活動を支援することで、まちづくりの楽し
さ、大切さを学び、将来の地域活動を支える人材を育成を図ります。参加する子ども達は、自分
たちのアイデアをプレゼンテーションし、審査・採択されて活動します。３月に活動内容を発表
しますが、こどもファンド事業を通して大きく成長した子ども達の姿を見ることができます。 
３月の活動発表会を、ぜひご覧いただきたいと思います。  

★「消費生活」での最近の相談内容や傾向などを教えてください。 

市民協働課：定期購入のトラブル、「１回お試しのつもりで購入したのに、 

４回継続しないと解約できない！」という相談がとても多いです。 

「リフォームしませんか？と怪しい業者が来た！」という訪問 

販売の相談も多いですね。 

市民協働課の出前講座 

「一人ひとりが持つ多様性を理解し、尊重し合う関係性づくりに向けて」 

令和3年７月30日発行 

市民協働課 消費生活相談員 村上さん  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜仕事の一コマ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★消費生活トラブルにあいそうな時、なってしまった時はどうすればいいですか？ 

 市民協働課：気になることは、まず相談窓口へご連絡を！トラブルになる前の『一応の確認』や『情 

報提供』でも構いません。ひとりで考えたり、判断したりせず、周囲や相談機関へ話

してみてください。  

★市民活動の促進では、〝市民活動支援センター”がありますが、どんなところですか？公民館との

違いはどんな点でしょうか？ 

 市民協働課：市民活動支援センター、通称『なとセン』は「営利を目的とせずに、社会のため、み 

んなのためになる事に、自ら取り組んでいる、または取り組もうとしている市民や団

体」のための施設です。活動をする場の提供のほか、印刷機やコピー機を備え、団体

の活動のお手伝いをしています。また、会議室（有料）の貸し出しのほか、団体活動

チラシ、ポスターなどの配架や助成金などの情報収集もできます。公民館との違いは、

施設を利用する際に事前の団体登録が必要です。  

★最後に、“市民活動支援センター”を利用したい場合の登録方法や利用の仕方などを教えてください！ 

 市民協働課：登録方法及び利用の仕方は『なとセン』HP「登録と使用申込について」をご覧くださ

い。https://www.natori-npocenter.or.jp/?page_id=11 

 現在、新型コロナウイルス感染症対策として、利用方法の一部を変更しております。詳しくは市 HP

「市公共施設利用情報について」をご覧ください。 

https://www.city.natori.miyagi.jp/emergency/node_65705/node_68123/node_67110/node_70706 
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～大手町にある市民活動支援センター外観～ ～なとりこどもファンドの集合写真～ 

～協働提案事業 「中学生の浴衣の着装体験」～ 
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